
トライアル発注制度の取り組み

トライアル発注制度を実施、令和３年度は「DX促進枠」を
新設し、新商品の普及によるDX促進にも取り組んだ。
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公共調達（トライアル発注）

・Ｒ3年度の認定商品については、購入なし。
・R2年度の認定商品「テレワーク用ブース」を
、スタートアップ企業から
購入・試用（70万円）

令和３年度３件の新商品等を認定
（内２件はスタートアップ）

調達
支援

中小企業テクノフェアin九州2021

広報
支援

市内展示会での商品展示

本制度の認定企業の新規雇用７名
（内スタートアップは６名）創出



■ 海外向けオンラインピッチイベント「Q-Pitch」の開催
【開催日】令和4年1月26日（水）18：00-19：30

【目 的】本市でのイノベーションの創発を目指し、本市における産業の集積や産学連携による取組み

の紹介や地元企業のピッチを行うことで、本市の強みを広く海外にＰＲする。

【内 容】１ 北九州市の取組み（北九州市、（公財）北九州産業学術推進機構（FAIS)）

２ 北九州市での課題解決に向けた外国企業との協業事例（2社）

３ 市内企業ピッチ（3社）

■ 「JETRO Business Connect 2021」ﾌｧｸﾄﾘｰﾃｯｸへの参加
【開催期間】外国企業ピッチイベント：令和3年12月2日（木）16：00-17：30

マッチング期間：令和3年12月～令和4年3月

【概要】北九州市は、福岡県、福岡市とともに、ファクトリーテック分野の参加自治体に選ばれた。

米、英、独など8か国15社の外国企業と地元企業とマッチング、オンライン面談につなげる。

地元企業と外国企業との連携・協業の可能性を探ると共に、将来的に本市への誘致を目指す。
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対日投資事業



民間・大学の取組
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グローバルアクセラレーションプログラム（GAP-K）

グローバルアクセラレーションプログラム実行委員会会員（14社）

令和２年に新たに組織した民間主体の「グローバルアクセラレーションプログラム」
事業規模の拡大が見込まれるスタートアップ企業に対し専門家による強力な伴走支援を
行い、投融資や協業などを支援（会長：津田 純嗣 株式会社安川電機特別顧問）

キックオフ会見（R2.7.31）
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代表的な成果
・新規雇用創出3名
・「エコーププロ」の製品
リリース

代表的な成果
・「ROGEAR」の製品
リリース

・市内企業4社への導入

代表的な成果
・新規雇用創出3名
・市内企業含む12社への
導入

【令和3年度成果】7名の新規雇用創出、2件の製品リリース、
市内企業導入など成長のエンジン機能

代表的な成果
・新規雇用創出1名
・マンション業界での
顧客獲得

市内大手企業に加え、金融機関、証券会社、ベンチャーキャピタルが
参加

株式会社ウエルクリエイト
（北九州市）

株式会社グリーナー
（北九州市）

株式会社ハピクロ
（北九州市）

株式会社ファースト・オートメーション
（名古屋市）



イノベーション創出の場の充実
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COMPASS小倉

ATOMica北九州

コワーキングスペース
秘密基地

1

2

DISCOVERY coworking3

4

おやこわーく

小倉駅

北九州市の中心駅である小倉駅周辺に多種多様な官民のコワーキングスペースが点在
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